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sunt adcertomodoexistendum，etOperandum．）」（Eth．I，Prop．29：ⅠトS．70）（1）ということ  
を，つまり，「各々すべてのものが，自己の存在を保持しようと努める，その能力，ないし努力  
（［cujuscunquerei］potentia，Siveconatus，quOinsuoesseperseverareconatur，）」（Eth．III，  









可能性を持つことを示したい。   
よって，ここでは，人間形成という視点から，スピノザの「自己保存の努力（コナトゥス）」の  
役割と特質を論述していきたいわけであるが，まず，スピノザにおける人間の完成と「自己保存  
























また幸福は人間が自己の存在を保存し得ることに存する（virtutis fundamentum esseipsum  
COnatumPrOpriumesseconservandi，etfelicitatemineoconsistere，quOdhomosuumesse  
COnSerVare．）」（Eth．IV，Prop．18，Schol．：II－S．222）。スピノザは「自己の存在を保存し得るこ  









れるものである。要は，能力がいかに適正に発揮されるかである。   
さて，スピノザは，「……人生において何より有益なのは，知性ないし理性を出来る限り完成する  
－161－   






















高目標は，真の認識である（hetlaatste eynde datwy zoeken，enhetvoornaamstedatwy  














－162肝   




く，事物自身との直接的合一において（in een onmiddelyke vereeniginge）成り立っ」（K．Ⅴ．Iト  
Cap．4：ILS．59）認識，『知性改善論（16）』の表現を借りれば，「精神と全自然との合一の認識  
（cognitiounionis，quammenSCumtOtaNaturahabet）」（D．I．E．13：II－S．8）であるからであ  






























¶163－   





































－164－   
中井ニスピノすり人間形成恩恵と自己疎存の努力   
or1661年頃の執筆，19世紀後半に発見される）鵬『短論文』－（22），（2）『知性の改善に関す  
る，ならびに知性が最もよく事物の真の認識に導かれる方法に関する論文（Tractatus De  
Intellectus Emendatione，Etde via，quaOptimein veram rerum cognitionem dirigitur）』  
（166lor1662年頃の執筆，1677年出版，未完）－『知性改善論』－（23），（3）『幾何学的方法で証  
明されたルネ・デカルトの哲学原理，第1部および第2部／（付録）形而上学的思想（RenatiDes  







（8）「自然科学と数学とを密接に結び付けるのに役立っ虹の代数計算（Stelkonstige Reecken－  























人間形成論，政治論，自然科学論の三種ということになる。   
ここで，自然科学論として分類される「虹の代数計算」，「機会の計算」は，極めて小さな論文  
→165一   
京都大学大学院教育学研究科紀要 第47号  
にすぎないので，少なくとも著作物の全体像に見出だされる傾向として，最終的には，人間形成  
論と政治論とがスピノザの思想の二つの柱と結論付けられる（36）。   
これは別の言い方をすれば，スピノザの思想はとりわけ人間の実践へと向けられていたという  

































－166－   












性と矛盾するばかりか，それは必然性そのものであるということになる。   
自由の意味はスピノザにおいては必然性となる。この意味の中で人間の自由は，人間の完成と  
重なり合う。「実に，自由とは，徳あるいは［人間の］完成である（Estnamquelibertasvirtus，  















［付記］   
＊本研究は科学研究費補助金（特別研究員奨励費）による研究成果の一部である。  
［註］   
（1）スピノザからの引用は全て，SpinozaOPenl，imAuftragderHeidelbergerAkademiederWisse－  
nschaften，herausgegebenvonCarlGebhardt，Heidelberg：CarlWinter，1925（ゲプハルト版全  
－167一   
京都大学大学院教育学研究科紀要 第47号  


























もなくてはならないような他のものの概念を必要としないもの，と私は理解する（Persubstantia   




modumintelligosubstantiaeaffectiones，Siveid，quOdinalioest，perquOdetiamconcipitur・）」   
（Eth．Ⅰ，Def．5：II－S．45）。「実体（substantia）」の定義については註の（7）を参照のこと。  
（9）GillesDeleuze，軸inoza．milosqphiepratique，Paris：LesEditionsdeMinuit，1981，p・143・  





（13）《…dezemaniervankennissenietenisuytgevolgvanietsanders，maardooreenonmidde－   
1ykevertooningeaanhetverstandvanhetvoorwerpzelve…》  
（14）cf．K．Ⅴ．IIl二ap．1ff．：ILS．54ff．  
（15）‘dealdervolmaaktste，は形容詞（‘alderv01maaktst’）の名詞用法。‘aldervolmaaktst’は，形容詞   
‘volmaakt（完全な），の最上級‘volmaaktst（最も完全な）’を更に強調したものである。よって本  
稿では，‘de aldervolmaaktste，を「最高完全の認識」と訳した。なお，オランダ語原文の 《de  
klaarekennissedealdervolmaa哩isvanalle：》（下線は筆者）は，ゲプハルト（Gebhardt）  
によるマイナ，版独訳（前掲）においては，《dieklareErkenntnis，dieallervollkommenskvon  

















demenschzyn，hetwelkdealgemeeneVoorzienigheidis：endebezondereisdiepoginge，die   
ieder bezonderlit（als een geheel，en geen deelvan de mensch）tot het bewaaren en  
Onderhoudenvansyneigenwelstandheeft．》  








auf der Grundlage der Ubersetzung von CarlGebhardt，neu bearbeitet，eingeleitet und  




















－169－   
京都大学大学院教育学研究科紀要 第47号  
なかったのは，カセアリウスがまだ若かったためである－。友人の勧めにより，1663年に，これに  
更にデカルト『哲学原理』の第一部の解説を加え，出版したものが本書である。なお，スピノザは  





































































¶171－   
